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対象患者は、1)2004 年 2 月から 2013 年 3 月の間、名古屋市立大学附属病院および名古屋
共立病院にて StageⅠの原発性非小細胞肺癌または単発転移性肺癌に対して SBRT を行い、
2)治療後 2 年以上の経過観察がなされており、3)画像上 RP の影響が弱く 1 年以上残存腫瘍
の観察が行える者とした。 
2008 年 2 月以前の治療は、腫瘍径<1.5 cm, 1.5-3 cm, および>3 cm に対して 44Gy, 48Gy, お
よび 52Gy を、それ以降は<1.5 cm, および 1.5-3 cm,に対して 48Gy, および 50Gy を isocenter
処方とした。全症例 6MVX 線を用いて、週二回ずつの４回分割照射を行い、治療期間中央値










上記期間内に治療を行った 382 人中、50 人が対象とされ、男女比は 41 対 9、年齢中央値
は 78 歳（54～86 歳）であった。原発性肺癌は 45 人(腺癌 22 人、扁平上皮癌 11 人、基底細
胞癌 1 人、11 人は組織未確定)、局所再発 2 人、転移性肺腫瘍 3 人であった。腫瘍径は 14mm
～45mm で、治療後経過観察期間中央値は 52 ケ月であった。奏効率は CR3 人、PR32 人、











されていたが、近年 Huang らにより提示された CT 上で再発を示唆する 6 つの特徴や、










       
 






対象は、2004 年 2 月から 2013 年 3 月の間、StageⅠの原発性非小細胞肺癌または単発転移性
肺癌に対して SBRT を行い、治療後 2 年以上の経過観察がなされ、画像上 RP の影響が弱く 1 年以
上残存腫瘍の観察が行える患者とした。全症例 6MVX 線を用いて、週二回ずつの 4 回分割照射を
行い、治療後 2、4、6 ケ月、それ以降 3 年後までは 3 ケ月おきに、その後は 4 ケ月おきに CT を
施行し、対象となる治療後の腫瘤様陰影において 50%以上の腫瘍面積の増大がみられた場合に
PET-CT の情報を合わせて局所再発と判断した。対象患者を年齢、性、肺気腫の有無、治療前腫
瘍径、治療後 2 年間における最大腫瘍縮小率、病理組織型、および病理組織診断の有無を含む 7
項目について検討し、Kaplan-Meier 法を用いて局所制御率グラフを作成した。両比較群に再発
症例が認められた場合には Cox 単変量解析および多変量比例危険モデル分析にて局所再発ハザー
ド比率を求め、それ以外は log-rank 検定にて局所再発曲線の比較を行った。 
上記期間内に治療を行った 382 人中 50 人が対象とされ、男女比は 41 対 9、年齢中央値は 78
歳（54～86 歳）であった。原発性肺癌は 45 人(腺癌 22 人、扁平上皮癌 11 人、基底細胞癌 1
人、11 人は組織未確定)、肺癌局所再発 2 人、転移性肺腫瘍 3 人であった。腫瘍径は 14mm～45mm
で、治療後経過観察期間中央値は 52 ケ月であった。奏効率は CR3 人、PR32 人、SD15 人で、8 例













る SBRT の適応について、等の質問が挙げられた．次に副査の新実教授より、①study design、
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